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麦類のデオキシニバレノール、ニバレノール汚染の予防及び低減のた

めの指針の改訂について 

 

我が国は、麦類の生育後期に降雨が多く気温が高くなることが多いため、麦類赤

かび病が発生しやすく、その病原菌が産生するデオキシニバレノール等のかび毒に

よる汚染が生じる可能性がある。このため、麦類の生産段階等においてかび毒汚染

の予防及び低減を図る必要がある。 

農林水産省は、平成 20 年に麦類の生産段階で農業者等が実施すべき対策を取り

まとめた「麦類のデオキシニバレノール・ニバレノール汚染低減のための指針」を

策定したところであり、生産者に同指針に基づく対策を実施していただくことで、

麦類のかび毒の汚染低減に効果を示してきた。今般、同指針を「麦類のデオキシニ

バレノール、ニバレノール汚染の予防及び低減のための指針」として別紙のとおり

改訂したので、貴局管内の各都道府県に対し、周知をお願いする。 

また、本指針の内容を農業者に指導する際の参考として公表している「指針活用

のための技術情報」も別添のとおり改訂したので、併せて周知をお願いする。 

なお、関係団体の長には別途通知していることを申し添える。 

 

 

 

 

 

 

 

  【問合せ先】 

  消費・安全局農産安全管理課生産安全班 

   電話 03-3592-0306 
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＜参考＞ 「麦類のデオキシニバレノール・ニバレノール汚染低減のための指

針」（平成 20年）の効果 

 

 かび毒の濃度分布は年により変動があるため一概に比較はできませんが、農

林水産省が実施した含有実態調査の結果によると、例えば小麦に含まれるデオ

キシニバレノールの濃度は、指針の策定前よりも策定後の方がより低濃度の試

料の比率が高い傾向があり、最大値も低くなっています。近年の調査では食品

衛生法に基づく基準値（1.0 mg/kg）を超える試料はありません。ニバレノー

ルや大麦の含有実態も、同様の傾向でした。 

 

図 小麦中のデオキシニバレノールの濃度分布の比較 
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